
　

木
佐　

ネ
オ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
ん
の

電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
家
庭
用
で
は
な
く
、
業

務
用
な
の
で
す
ね
。

　

片
田　

家
庭
用
は
従
量
電
灯
と
い
う
契
約
で

す
が
、
当
社
の
電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
は
２
０
０
㌾

の
低
圧
電
力
向
け
で
す
。
低
圧
は
動
力
と
い
う

場
合
も
あ
り
、
工
場
、
オ
フ
ィ
ス
、
商
店
な
ど

中
小
規
模
の
事
業
所
が
契
約
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
料
金
は
従
量
電
灯
で
は
大
半
が
使
用
料

金
が
占
め
て
い
ま
す
が
、
低
圧
電
力
で
は
基
本

料
金
が
７
〜
８
割
を
占
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
固
定
費
で
あ
る
基
本
料
金
を
下
げ
れ
ば
、

確
実
に
経
費
が
削
減
で
き
ま
す
。
電
子
ブ
レ
ー

カ
ー
は
そ
れ
を
実
現
し
ま
し
た
。
大
半
の
お
客

さ
ま
の
基
本
料
金
が
50
％
以
下
に
な
り
、
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

木
佐　

低
圧
電
力
の
基
本
料
金
は
ど
う
や
っ

て
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

片
田　

契
約
容
量（
㌔
㍗
）×
１
㌔
㍗
単
価
×

力
率
修
正
と
い
う
掛
算
で
決
ま
り
ま
す
。
電
力

会
社
が
決
め
た
単
価
、
力
率
修
正
は
固
定
な
の

で
契
約
容
量
に
比
例
し
て
上
が
っ
た
り
下
が
っ

た
り
し
ま
す
。
で
す
か
ら
契
約
容
量
を
ど
れ
だ

け
下
げ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

木
佐　

契
約
容
量
を
下
げ
る
の
は
簡
単
で
は

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。

　

片
田　

低
圧
の
契
約
容
量
の
決
定
方
法
は
主

に
２
種
類
あ
り
、一
つ
は
負
荷
設
備
契
約
で
す
。

動
力
機
器（
負
荷
設
備
）の
容
量
を
全
部
合
算
し

ま
す
。
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
よ
う
な
工
場
さ
ん

向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
も
う
一
つ
が
主
開
閉

器
契
約
で
す
。
動
力
機
器
の
台
数
、
稼
働
状
況

に
関
係
な
く
、
大
元
の
ブ
レ
ー
カ
ー
の
ア
ン
ペ

ア
数
で
契
約
容
量
を
決
め
ま
す
。
つ
ま
り
フ
ル

稼
働
し
て
い
な
い
方
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
主
開
閉
器
契
約

専
用
の
ブ
レ
ー
カ
ー
で
す
。
ブ
レ
ー
カ
ー
の
容

量
以
上
の
電
気
が
流
れ
て
も
、
電
気
用
品
安
全

法
に
則
っ
て
、
一
定
時
間
一
定
の
幅
、
遮
断
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
容
量
を
下
回
る
電
気
が
流

れ
た
場
合
は
、
そ
の
一
定
時
間
は
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
同
時
稼
働
が
少
な
い
場
合

は
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
程
度
多
い
場
合
で
も
、
連

続
稼
働
時
間
が
決
ま
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
大
幅

な
見
直
し
が
可
能
な
の
で
す
。

　

木
佐　

業
務
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
慎
重
に
契
約
容
量
を
下
げ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

片
田　

最
適
な
容
量
を
提
案
す
る
た
め
に
は

機
器
の
稼
働
状
況
を
正
確
に
つ
か
ま
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
現
場
へ
伺
い
、
繁
忙

期
の
最
も
機
器
が
稼
働
し
て
い
る
状
態
を
つ
く

っ
て
計
測
し
た
り
、
作
業
工
程
を
確
認
す
る
こ

と
で
支
障
が
出
な
い
範
囲
ま
で
契
約
容
量
を
下

げ
ま
す
。
当
社
の
電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
っ
た

契
約
容
量
の
変
更
は
、
す
べ
て
の
電
力
会
社
で

受
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
佐　

い
ま
は
景
気
が
少
し
上
向
い
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
だ
と
い
う
中
小
企
業
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
環
境
だ
か
ら
基
本
料

金
を
下
げ
ら
れ
る
電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
は
時
代
に

合
っ
た
や
さ
し
い
商
品
だ
と
言
え
ま
す
ね
。

　

片
田　

当
社
は
創
業
か
ら
18
年
の
若
い
企
業

で
す
が
、
当
初
か
ら
「
自
利
と
は
利
他
な
り
」

と
い
う
企
業
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
お
客
さ

ま
の
利
益
を
実
現
し
て
こ
そ
己
の
利
益
に
な
る

と
い
う
姿
勢
を
貫
く
中
で
、
調
査
・
提
案
か
ら

電
力
会
社
へ
の
申
請
手
続
き
の
代
行
、
電
気
工

事
士
に
よ
る
設
置
工
事
、
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ま
で
の
一
貫
体
制
と
、
わ
か
り
や
す
い
料

金
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

一
台
い
く
ら
と
い
う
販
売
方
法
で
は
な
く
、

リ
ー
ス
会
社
か
ら
一
定
期
間
リ
ー
ス
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
の
月
額
料
金
と
し
て
基
本
料
金

の
削
減
分
の
一
部
を
充
当
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
調
査
費
や
、
電
力
会
社
へ
の
申
請

費
、
設
置
工
事
費
な
ど
の
初
期
費
用
は
い
た
だ

き
ま
せ
ん
。
基
本
料
金
を
削
減
し
て
も
使
用
料

金
単
価
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
使
用
料
金
が
高

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
成
功
報

酬
の
よ
う
な
形
で
す
。
私
ど
も
の
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
お
客
さ
ま
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
の
で
す
。
も
し
提
案
通
り
削
減
で

き
な
け
れ
ば
導
入
は
白
紙
撤
回
し
ま
す
。

　

木
佐　

２
０
０
４
年
以
来
、
累
計
13
万
台
の

実
績
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
や
は
り
電
気
を
取

り
巻
く
状
況
が
変
わ
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
ね
。

　

片
田　

当
社
が
「
Ｎ
│
Ｅ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
」
の

販
売
を
始
め
た
の
は
２
０
０
４
年
で
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
順
調
に
実
績
を
積
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
二
つ
の
背
景
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
11

年
の
東
日
本
大
震
災
で
節
電
意
識
が
広
が
る
な

ど
電
気
に
目
を
向
け
る
人
が
増
え
た
こ
と
で

す
。
電
気
料
金
ア
ッ
プ
や
不
況
の
影
響
で
電
力

コ
ス
ト
削
減
志
向
が
高
ま
り
ま

し
た
。
も
う
一
つ
は
電
子
ブ
レ

ー
カ
ー
を
導
入
し
て
い
た
だ
く

方
が
徐
々
に
増
え
て
、
ク
チ
コ

ミ
で
メ
リ
ッ
ト
が
伝
わ
っ
た
効

果
も
あ
り
ま
す
。
当
社
の
場
合

は
紹
介
に
よ
る
契
約
件
数
が
約

半
分
で
す
。

　

当
社
は
訪
問
営
業
が
基
本

で
、
ま
ず
お
伺
い
し
て
電
気
料

金
の
仕
組
み
か
ら
、
な
ぜ
安
く

な
る
の
か
、
導
入
手
続
き
を
ど
う
す
る
の
か
ま

で
説
明
し
ま
す
。
電
力
会
社
が
決
め
た
電
気
料

金
が
本
当
に
安
く
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
お

持
ち
の
方
が
多
い
の
で
、
信
用
・
信
頼
を
得
る

こ
と
が
一
番
大
切
な
の
で
す
。

　

木
佐　

安
心
し
て
長
く
使
い
続
け
て
い
た
だ

く
た
め
の
工
夫
も
大
事
で
す
ね
。

　

片
田　

保
証
期
間
は
３
年
で
す
。
お
客
さ
ま

の
業
務
の
変
化
に
応
じ
て
機
器
の
増
減
も
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
容
量
の
変
更
や
移
転
の
場
合
、

設
置
工
事
か
ら
申
請
ま
で
５
年
間
無
償
で
対
応

し
ま
す
（
当
社
が
販
売
し
た
場
合
）
。
リ
ー
ス

期
間
満
了
後
は
、
新
品
を
再
販
売
し
て
交
換
、

再
び
リ
ー
ス
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
電
子
製
品

な
の
で
、
基
板
の
交
換
推
奨
時
期
は
７
〜
10
年

く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　

木
佐　

低
圧
電
力
の
お
客
さ
ま
以
外
の
ビ
ジ

ネ
ス
も
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

片
田　

一
昨
年
か
ら
高
圧
電
力
の
基
本
料
金

を
削
減
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
電
力
消
費

の
う
ち
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
エ
ア
コ
ン

の
制
御
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
の
で
す
。

　

高
圧
電
気
料
金
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
容
量
で

は
な
く
、
実
際
に
電
力
を
最
大
限
ど
れ
だ
け
使

う
か
と
い
う
「
最
大
デ
マ
ン
ド
値
」
で
決
ま
り

ま
す
。
大
半
の
高
圧
ユ
ー
ザ
ー
は
、
夏
の
一
番

暑
い
日
、
も
し
く
は
冬
の
一
番
寒
い
日
に
最
大

デ
マ
ン
ド
値
を
記
録
し
ま
す
。
そ
の
内
訳
の
50

％
弱
が
空
調
の
消
費
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。

　

当
社
の
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｄ
（
エ
ア
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
デ
バ
イ
ス
）
シ
ス

テ
ム
は
、
目
標
デ
マ
ン
ド
値
を
設
定
し
オ
ー
バ

ー
し
そ
う
に
な
る
と
、
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
に

取
り
付
け
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
デ
バ
イ
ス
に
停

止
信
号
を
発
信
し
ま
す
。
稼
働
し
て
も
目
標
を

超
え
な
い
と
感
知
し
た
ら
再
稼
働
さ
せ
ま
す
。

　

室
外
機
が
５
分
程
度
停
止
し
て
も
室
内
機
は

稼
働
し
て
い
る
の
で
、
冷
気
や
暖
気
が
室
内
に

送
風
さ
れ
続
け
、
室
温
の
大
幅
上
昇
を
抑
え
、

快
適
性
を
損
な
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
当
社
の
シ
ス
テ
ム
は
空
調
電
力
の
割
合
が

高
い
ス
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
で
大
き
な
効
果
が
発
揮
で
き
ま
す
。

　

木
佐　

電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
に
対
応
し
た
感
震

装
置
を
新
規
投
入
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
ど
ん
な
製
品
で
す
か
。

　

片
田　

電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
に
取
り
付
け
て
、

震
度
５
強
以
上
の
地
震
が
起
き
た
ら
ブ
レ
ー
カ

ー
を
自
動
的
に
落
と
す
装
置
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
で
生

じ
た
火
災
の
原
因
の
約
６
割
が
電
気
関
連
で
、

特
に
怖
い
の
が
停
電
復
旧
後
の
復
電
に
よ
る
２

次
火
災
で
す
。
政
府
は
木
造
住
宅
密
集
地
で
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
率
を
24
年
度
ま
で
に

25
％
以
上
に
す
る
計
画
を
発
表
、
助
成
措
置
を

講
じ
る
自
治
体
も
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
認

知
度
は
低
く
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
ま

せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
86
％
の

方
が
ご
存
知
あ
り
ま
せ
ん
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
普
及
を
進
め
る
こ
と
が
企
業
の
社
会
的
責
任

を
果
た
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
、
チ
ラ
シ
を
配

っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
当
社
の

電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
に
組
み
込
む
タ
イ
プ
の
感
震

装
置
の
開
発
を
終
え
、
来
年
１
月
か
ら
投
入
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

木
佐　

私
は
テ
レ
ビ
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ

っ
た
時
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
取
材
に
行

き
、
火
事
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
火
事
の
怖
さ
を
ご
存
知
の
方
は
多
い
と
思

う
の
で
、
感
震
装
置
の
存
在
を
知
れ
ば
理
解
が

ど
ん
ど
ん
進
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

片
田　

家
庭
用
ブ
レ
ー
カ
ー
の
感
震
装
置
に

は
、セ
ン
サ
ー
付
き
内
蔵
型
、後
付
け
型
、お
も

り
が
落
下
す
る
力
で
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
る
簡

易
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
低
圧
２

０
０
㌾
用
の
電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
に
組
み
込
む
感

震
セ
ン
サ
ー
付
き
装
置
を
業
界
に
先
駆
け
て
開

発
し
ま
し
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
程
度
に
小
型

化
し
て
お
り
、
震
度
５
強
以
上
で
電
気
を
自
動

遮
断
し
ま
す
。
付
属
製
品
と
し
て
販
売
し
、初

期
費
用
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。料
金
は
電
子
ブ

レ
ー
カ
ー
の
導
入
に
よ
る
削
減
額
の
中
か
ら
お

支
払
い
い
た
だ
く
形
に
な
る
予
定
で
す
。

　

木
佐　

大
地
震
が
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
の
が
日
本
の
現
実
で
す
。
２
次
火
災
を
防
ぐ

感
震
装
置
は
社
会
的
に
意
義
の
大
き
い
製
品
で

す
か
ら
ぜ
ひ
と
も
普
及
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

　

片
田　

当
社
の
代
表
は
神
戸
で
震
災
被
害
に

遭
い
２
次
火
災
の
現
場
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

ま
た
東
北
大
震
災
の
時
に
は
仙
台
支
店
が
被

災
、
１
カ
月
後
に
営
業
を
再
開
す
る
な
ど
震
災

の
打
撃
を
つ
ぶ
さ
に
認
識
し
ま
し
た
。
こ
ん
な

背
景
も
あ
り
、
電
気
関
連
事
業
、
し
か
も
ブ
レ

ー
カ
ー
事
業
を
行
う
会
社
と
し
て
地
震
対
策
に

関
わ
る
取
り
組
み
を
し
よ
う
と
い
う
強
い
思
い

を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
感
震
装
置
を
組
み
込
ん

だ
電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
で
、
み
な
さ
ん
の
安
全
・

安
心
の
お
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　経営コストの一つである電力基本料金が削減できる電子ブレーカーの存在感が増してい
る。2004年にこの分野に参入したネオ・コーポレーション（本社大阪市、近森靖彦社長）
は、調査・提案から設置、手続き代行、メンテナンスまでの一貫体制と、わかりやすい料
金体系を武器に累積13万台の実績を上げている。低圧電力（200㌾）を使用している工場、
オフィス、商店などにとってメリットの大きい同社のビジネスの仕組みや、販売を計画し
ている新製品について、フリーアナウンサー・木佐彩子さんが片田俊輔副社長に聞いた。

電力コストカット・コンサルのパイオニアネオ・コーポレーション
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ネオ・コーポレーション副社長

片田  俊輔氏
フリーアナウンサー

木佐  彩子さん

木佐  彩子さん

片田  俊輔氏

対 談

累積販売台数累積販売台数
13万13万台突破台突破

電力コスト削減、プラスαの安心システム
高圧電力の基本料金を
下げ、コスト削減を低圧電力の基本料金を下げ、コスト削減に貢献！

ACMD
エア・コンディショナー・
マネージメント・デバイスネオコントロールシステム

N-EBシリーズ デマンド監視システムデマンド
コントローラー

高圧基本料金の削減
初期費用0円

導入翌月より削減開始
快適さはそのまま

累積販売台数
13万台突破

ネオコントロールシステム"N-EBシリーズ"（CPU制御主開閉器内蔵型電力管理装置）は、全国の
電力会社と結ぶ主開閉器契約において、基本料金の大幅な削減を可能にするブレーカーです。
ブレーカー内蔵のCPU回路にて電気を感知するため電気用品安全法に則って、最大容量域での通電
が可能となり、従来のパフォーマンスは維持したまま、契約容量を最小限に抑えることができます。

※平成29年8月現在

誠実・安心に裏付けられた販売実績

自動制御！自動制御！自動制御！

※

ACMDが選ばれる
4つのメリット

経済産業省認可取得

全電力会社認可ブレーカー

初期費用

0円

電力コストの
見直しなら。

地震による火災対策

感震装置
CRS
2018年1月発売

感震装置 CRS
｢感震装置CRS｣は、地震発生時に震度5強以上の揺れを感知したときに、ブレーカーを自動的に遮断し、機器への電気の
供給を止める器具です。｢感震装置CRS｣の設置は、不在時やブレーカーを切って避難する余裕がない場合に電気火災を
防止する有効な手段です。
※本製品は、地震による電気火災を予防するものであり、火災や事故による被害を補償するものではありません。設置方法が適切で
　ない場合には、正常に動作しない場合があります。

震度5強以上
自動遮断

地震を感知すると自動的に
ブレーカーを落として電気を止めます！！

デマンドコントローラーは
各電力会社が導入を推奨しています。

Ｎ-ＥＢ導入までの基本的な流れ
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アポイントメントを取らせていただいたお時間に、当社の営業マンがお客様の
工場にお伺いいたします。電気料金の仕組みから、なぜ安くなるのか、Ｎ-ＥＢ
シリーズ導入手続きの流れまで、すべてご説明いたします。

1 システムのご説明

システムのご説明にご理解いただけましたら、実際にお客様の設備の稼働状
況の調査を行います。お客様それぞれに最適なプランをご提案するために、
実際に機械を動かしていただいたり、作業工程を確認させていただきます。

2 計測調査

計測調査の結果に基づき、お客様に最適な容量を決定し、お客様の削減
プランをご提案いたします。基本料金という固定費の削減になりますので、
１円単位で間違いのない削減金額をご提示することができます。ご提案内
容にご納得いただけましたら、お申し込みとなります。

3 削減プランご提案／ご承諾

電力会社との契約変更となるため、主開閉器契約への変更を電力会社へ
申請いたします。申請にかかる手続きの一切は、すべて当社にて行います。

4 電力会社へ申請

電力会社の変更申請受付後、設置工事にお伺い致します。電気工事であ
るため、結線中約１５～２０分程度、動力が停電いたします。設置完了後に
は、必ずお客様立会いのもと、契約容量を下げても問題なく稼働することを
試運転にて確認していただきます。
※停電時間はあくまでも目安であり、工事内容によって前後することがあります。

5 削減確認・設置工事・試運転

お客様自身で基本料金がご提案通りに削減されることの確認と、Ｎ-ＥＢシリー
ズが遮断しないことを確認していただいた後、ご契約の締結となります。

6 ご契約の締結

Ｎ-ＥＢシリーズ設置後、電力会社からの確認・検査が行われます。基本料金
は、設置が終わった日より、日割りで安くなるため、初回の検針票では、ご提
案した基本料金と異なる場合がございます。
※1 設置後、2回目の検針票では、ご提案した基本料金となります。
※2 電力会社によっては、　～　の順序が異なる場合がございます。

7 電力会社の確認・検査

提案通りの結果でなければ、白紙撤回いたします。

政府も
普及を
推進！

お問い合わせ・無料お見積もりは

0800-123-4567http://www.neo-corporation.co.jp
■
■
■
■

大阪本店＜本社＞
仙台支店
広島支店
東京支社

大阪府大阪市淀川区西中島４丁目３番24号 サムティ新大阪センタービル４F
宮城県仙台市宮城野区榴岡３丁目４番１号 アゼリアヒルズ６F
広島県広島市中区大手町５丁目２番22号 山陽ビル２号館５F
東京都品川区大崎１丁目６番４号 新大崎勧業ビルディング９F

■
■
■
■

名古屋支店
九州支社
札幌支店
新潟支店

愛知県名古屋市中村区名駅１丁目１番１号 ＪＰタワー名古屋29F
福岡県福岡市博多区博多駅東１丁目12番17号 五幸ビル４F
北海道札幌市中央区北5条西2丁目5 JRタワーオフィスプラザさっぽろ14F
新潟県新潟市中央区西堀通六番町866番地 NEXT21 14F（2018年2月オープン）

レフト側レフト側 ライト側ライト側レフト側 ライト側

Koboパーク宮城
株式会社ネオ・コーポレーションは
東北楽天ゴールデンイーグルスの
オフィシャルスポンサーです。


